
目 的

平成��年��月から平成��年３月にかけて英虞湾の水温

が著しく低下し, アコヤ貝が大量にへい死した｡ そのへ

い死状況を調査した｡

材料および方法

三重県真珠養殖漁業協同組合連合会が調査したへい死

状況および水温状況についてまとめた｡

結果および考察

１. 県内各地のアコヤ貝へい死状況

平成��年度冬季の低水温による県内各地のアコヤ貝の

へい死状況は表１に示す通りであった｡ へい死率は��地

区の中でも神明および和具が����％, ����％と比較的低

く, 越賀および御座が�	��％, ����％と非常に高かった｡

貝の種類別でみると, 作業貝のへい死率が最も高く, 次

いで母貝が高く稚貝が低いという傾向がみられた｡

２. 平成13年度冬季における英虞湾及び五ヶ所湾の

水温変化

平成��年��月��日から平成��年３月��日までの英虞湾

及び五ヶ所湾の水温の推移を図１に, 各湾の水温測定点

の位置を図�に示した｡ ��月から１月中旬にかけての水

温は, 御座, 立神, 越賀及び五ヶ所湾の各地点が高く,

宮ガ崎, 半女, 馬ノ瀬が低く推移した｡ １月中旬以降,

英虞湾では全地点でアコヤ貝の生残限界である水温��℃

をかなりの日数で下回った｡

近年, 平成８年から続く閉殻筋の赤変化を伴う感染症

の影響によるアコヤ貝自体の活力の低下, 感染症の症状

軽減のため冬季に低水温となる英虞湾で越冬させる貝が

多かったこと, また低水温に弱いと言われている中国系

貝等を多く使っていたことが今回のへい死被害の主な原

因であると考えられる｡
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表１ 県内各地のアコヤ貝のへい死状況
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